
①（手前）Lr 重箱 角／拭き漆1万5400円。
一般的な拭き漆より薄めのナチュラルな色
合いが魅力。（奥）Lr 重箱 丸／ウレタン塗装
9900円。角タイプと同様、1段でも重ねても
使えるマルチなデザイン。②（中央）Lr 香台
／拭き漆5500円、ウレタン加工4400円。
受け皿部分にはコンマ1mm単位の繊細な
細工が光る。（左右）お香立て／オーク、
ウォールナット3850円。おしぼり受けの形に
着想を得て制作。③CUBE BOX 2000円。
一見、完全な立方体だが、天面が蓋となって
いる遊び心あるデザイン。④蓋と箱がぴたり
と噛み合う精巧なつくりは、熟練の技の証
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井上徳木工

河和田地区の『井上徳木工』は、越前漆
器のなかでも「角物」と呼ばれる箱ものの
木地を専門に手がける木工所。一口に漆器
と言っても、椀もののような曲線を削り出
す技術と、角物をつくる技術とでは、求め
られるものが全く異なる。『井上徳木工』が
向き合うのは、直線。角のわずかなゆがみ
が仕上がりを左右するため、ミリ単位の正
確さが求められる世界だ。
この繊細な木地の形そのものに目を向け
てもらいたい──そんな思いから、クラフト
イベント「RENEW」をきっかけに、兵庫
県のデザインスタジオ『TRUNK DESIGN』
とのコラボで生まれた木地ブランドが「Lr
（エルアール）」だ。
「Lr」では、生漆を塗り、拭き取る作業を
繰り返す拭き漆の技法を採用。あえて塗り
色を薄くすることで、精緻に加工された木
地の美しさが際立つ。香台や重箱など、シ
ンプルながらも端正なアイテムは、暮らし
の空間に凛とした風情を与えてくれる。

直線の美しさが際立つ
角物の真骨頂。
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①keshiki 欅 布袋椀／大 1万1000
円、小 7700円。木の表面を削り、木
目の凹凸を際立たせる「浮造り（うづ
くり）」という技法で仕上げた。②紺と
ベージュの色合いは、使うほどに明る
さを増し、漆ならではの経年変化が楽
しめる。③現在、14種の形がある「く
るむ」シリーズ。思わず集めたくなる個
性的な形。④工房には漆塗りの各工
程専門の職人が在籍。若手スタッフも
多く、伝統を重んじつつ、若い感性に
よる新しい発想で現代のニーズに応
えるものづくりを行なう
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土直漆器

河和田の伝統的な漆器づくりを継承しな
がら、モダンで日常使いしやすいアイテム
も数多く手がける『土直漆器』。漆器と聞く
と、赤や黒の漆を幾重にも重ねた艶やかな
姿を思い浮かべるが、そんな既存の枠に囚
われない製品づくりに取り組んでいる。
その挑戦を象徴するアイテムが、木目を
活かした組み椀「くるむ」だ。色は和洋ど
ちらの料理にも馴染むよう、深い紺と柔ら
かなベージュの2色展開。形は伝統的な椀型
をベースにしつつ、円筒のカップやフラッ
トなプレートなど、現代の食卓に合わせた
バリエーションが揃う。
さらに、福井の伝統工芸を現代の感覚で
再解釈するプロジェクト「F-TRAD」から
生まれたブランド〈keshiki〉では、県外の
デザイナーとのコラボにより、木目が際立
つヴィンテージライクな木地椀を制作。現
代のニーズに応えながら、これまでもこれ
からも変わらない普遍的な “用の美” を追
及している。

現代の暮らしに寄り添う
新しい漆器。
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